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７月１６日に４期１６年にわたり村長を務めた市原良夫氏の退任式が役場
庁舎ロビーで行われました。
職員から花束が贈られ、村長として最後のあいさつを職員や関係者に行

い、安堵の表情で役場をあとにしました。
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お疲れ
さまでした

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

太陽くん
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笑顔笑顔

村村村村長長長長　　　　就就就就任任任任ののののごごごご挨挨挨挨拶拶拶拶・・・・退退退退任任任任ののののごごごご挨挨挨挨拶拶拶拶

８月は道路ふれあい月間です
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長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

広報ちょうせい
は毎月１日に新聞折り

込みで配布しています。

役場・保健センター・

福祉センター・文化会館・

中央公民館窓口でも

配布しています
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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
長
生
村
長
　
市
原
良
夫

こ
の
た
び
、
７
月
16
日
の
任

期
満
了
に
と
も
な
い
長
生
村
長

の
職
を
辞
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

昭
和
63
年
７
月
に
長
生
村
長

就
任
以
来
、
４
期
16
年
に
わ
た

り
ご
協
力
い
た
だ
き
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
以
来
「
村
民
と
の
対
話
、

開
か
れ
た
村
政
」
を
基
本
姿
勢

に
村
政
の
執
行
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
間
に
長
生
村
が
大
き
な

変
化
を
遂
げ
る
事
業
を
推
進
し

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

長
生
村
長
　
石
井
俊
雄

こ
の
た
び
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
頂
き
村
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

私
の
公
約
は
「
村
の
主
人
公

は
村
民
で
あ
る
」「
長
生
郡
市
の

合
併
は
情
報
公
開
を
十
分
し
な

が
ら
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重

す
る
」
こ
と
で
す
。

村
の
将
来
を
決
め
る
重
大
な

時
期
に
村
政
を
あ
ず
か
り
、
ど

う
責
任
を
果
た
し
て
い
く
か
を

考
え
ま
す
と
、
ま
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。福

祉
や
教
育
の
充
実
な
ど
、

村
民
の
皆
さ
ま
が
将
来
に
わ
た

り
健
康
で
住
み
や
す
い
生
活
環

境
整
備
に
向
け
努
力
し
、
さ
ら

に
公
約
に
掲
げ
た
住
民
と
の
対

話
を
基
本
に
少
子
高
齢
化
な
ど

に
対
応
す
べ
く
諸
施
策
を
一
つ

一
つ
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
声
を
村
政
に

生
か
し
、
希
望
に
満
ち
た
村
づ

く
り
に
向
け
最
善
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
何
卒
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

村村村村　　　　長長長長
就就就就任任任任ののののごごごご挨挨挨挨拶拶拶拶
退退退退任任任任ののののごごごご挨挨挨挨拶拶拶拶

て
ま
い
り
ま
し
た
。
村
の
指
針

と
な
る
第
３
次
４
次
長
生
村
総

合
計
画
の
策
定
、
村
民
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
拠
点
尼
ヶ
台
公
園

の
完
成
、
村
民
の
生
命
安
全
を

守
る
防
災
行
政
無
線
の
運
用
も

開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
村
の
文
化
交
流
施
設

文
化
会
館
の
建
設
、
村
民
の
健

康
を
守
る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建

設
、
衛
生
的
に
暮
ら
す
た
め
の

公
共
下
水
道
供
用
開
始
、
計
画

的
な
村
づ
く
り
の
た
め
の
都
市

計
画
の
決
定
な
ど
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
職
責
を
全
う
し
得
ま
し
た
。

今
後
も
何
と
ぞ
変
ら
ぬ
ご
厚
誼

を
お
願
い
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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現
在
、
村
が
管
理
し
て
い

る
道
路
は
９
６
６
路
線
、
道

路
延
長
は
３
２
７
km
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
舗
装
し
て
あ

る
道
路
は
２
６
１
km
で
歩
道

の
延
長
は
20
km
で
す
。
村
の

管
理
す
る
道
路
に
お
け
る
舗

装
率
は
、
平
成
16
年
４
月
１

日
現
在
で
79
・
９
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
主
要
道
路
の

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

で
歩
道
設
置
を
国
・
県
の
補

助
を
受
け
積
極
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
平
成
16
年
度
実
施
工
事

・
舗
装
新
設
工
事

３
路
線
　
　
　
９
９
０
ｍ

・
舗
装
修
繕
工
事

１
路
線
　
　
　
３
９
２
ｍ

・
道
路
改
良
工
事

１
路
線
　
　
　
１
０
０
ｍ

・
道
路
排
水
整
備
工
事

１
路
線
　
　
　
１
１
０
ｍ

・
交
通
安
全
施
設
等
整
備
工
事

３
路
線
　
　
　
６
３
０
ｍ

（
自
歩
道
設
置
工
事
）

○
道
路
に
樹
木
が

は
み
出
て
い
る

私
有
地
に
植
え
ら
れ
た
樹

木
の
枝
な
ど
が
「
道
路
に
は

み
出
し
、
通
行
に
支
障
を
き

た
す
」「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道

路
の
標
識
に
か
ぶ
っ
て
見
づ

ら
い
」
な
ど
の
苦
情
が
役
場

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
箇
所
は
、
所

有
者
の
責
任
に
お
い
て
処
理

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
、
消
防
自
動
車
や
救
急

車
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行

路ふれあい月間路ふれあい月間、、
日は道の日です日は道の日です

ゆ
ず
り
合
い
　
さ
せ
る

ゆ
と
り
を
　
つ
く
る
道

安
心
で
安
全
な

道
路
を

で
き
る
よ
う
普
段
か
ら
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
道
路
の
穴
ぼ
こ
、

路
肩
の
崩
れ

舗
装
道
路
の
穴
ぼ
こ
、
ひ

び
割
れ
お
よ
び
路
肩
の
崩
れ

な
ど
が
発
生
し
、
通
行
に
支

障
を
き
た
す
箇
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
側
溝
の
清
掃

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

前
に
、
側
溝
の
清
掃
を
し
て

お
き
た
い
で
す
ね
。

今
ま
で
同
様
に
各
自
治
会

に
て
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
課
で
は
側
溝
の
蓋
上

げ
機
の
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

ま
た
土
砂
な
ど
の
片
付
け
も

対
応
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

村
か
ら
の
お
願
い

新たに歩道のついた道路（上、改修前・下、改修後）

みなさんの協力により側溝清掃を行っています5

運
転
中
　
メ
ー
ル

ひ
と
文
字
　
事
故
一
生

こ
の
時
期
は
、
夏
休
み
や

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
よ
る
交

通
量
の
増
加
と
暑
さ
に
よ
る

疲
れ
や
気
の
ゆ
る
み
か
ら
交

通
事
故
の
多
い
季
節
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
を
心
が
け
て
交
通
安
全
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の

み
な
さ
ん
へ

○
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

歩
行
者
な
ど
の
通
行
や
横

断
の
妨
げ
に
な
る
場
合
は
、

一
旦
停
止
ま
た
は
徐
行
運
転

を
す
る
な
ど
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

必
ず
着
用

大
切
な
同
乗
者
や
自
分
自

身
の
命
を
守
る
た
め
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
６
歳
未
満

の
子
ど
も
は
、
正
し
く
し
っ

か
り
固
定
さ
れ
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
に
座
ら
せ
ま
し
ょ

う
。

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
禁
止
！

わ
ず
か
な
量
の
飲
酒
で
も
、

注
意
力
や
視
覚
な
ど
が
低
下

し
適
切
な
運
転
判
断
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
酒

を
飲
ん
で
車
を
運
転
す
る
こ

と
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者
・
自
転
車

利
用
の
み
な
さ
ん
へ

○
道
路
の
横
断
は

「
止
ま
っ
て
！
見
て
！

待
つ
！
」

止
ま
っ
て
い
る
車
の
か
げ

や
、
通
り
す
ぎ
た
車
の
す
ぐ

後
ろ
を
横
断
す
る
の
は
大
変

危
険
で
す
。
横
断
歩
道
や
自

転
車
横
断
帯
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
必
ず
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

○
夜
の
外
出
は
明
る
い
色
の

服
装
や
反
射
材
の
活
用
を

歩
行
者
や
自
転
車
は
、
運

転
者
に
と
っ
て
思
い
の
ほ
か

見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
運

転
者
か
ら
見
え
や
す
い
明
る

い
色
の
服
装
に
心
が
け
、
反

射
材
を
有
効
に
活
用
し
ま
し

ょ
う
。

●
今
年
も
お
し
ぼ
り
作
戦

を
実
施
し
ま
す

夏
の
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
８
月
７
日
（
土
）

の
午
後
１
時
30
分
か
ら
一
松

海
水
浴
場
入
口
交
差
点
で
長

生
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

主
催
に
よ
る
「
お
し
ぼ
り
作

戦
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

お
し
ぼ
り
や
啓
発
物
資
を
配

８月は道路８月は道路ふ
1010日日

国有財産が村に譲与され、道路（赤

道）及び水路（青道）が村の財産とな

りました。

建物を建てようとする土地の中に使

われていない道路や水路があり、それ

を付替えたり、現況のない財産を廃止

する必要がある場合など、払い下げを

受けることができます。

なお、一松地区の一部においては本

年度中に譲与される予定です。

◇問い合わせ 建設課

32-2116

道路・水路の
用途廃止

布
し
交
通
安
全
の
呼
び
か
け

を
い
た
し
ま
す
。

長
生
村
交
通
安
全
対
策
協

議
会
で
は
、
常
に
村
民
の
み

な
さ
ん
の
安
全
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
あ
く

ま
で
も
交
通
安
全
の
た
め
の

補
助
的
な
も
の
で
す
か
ら
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
な
ど

で
は
、
必
ず
自
分
の
目
で
安

全
確
認
を
行
い
、
通
行
し
ま

し
ょ
う
。

建
設
課
　
（
32
）
２
１
１
６

夏
の
交
通
安
全

交通安全を呼びかけます

整備箇所を検討するスタッフ
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道路にはみ出た枝は所有者の責任で伐採を！！
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結
婚
50
周
年
を

お
祝
い
し
ま
す

あ
な
た
の
土
地

管
理
は
大
丈
夫
で
す
か

児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
、
児
童
手

当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
対
象
年
齢
が
、
現
在
の
義
務
教

育
就
学
前
（
６
歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末
）
ま
で
か
ら
、
小
学
校
第
３
学
年
修

了
前
（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
、
児
童
手
当
な
ど
を
受
け
よ

井
下
田
助
役

斉
藤
収
入
役
退
任

交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
で
あ
る
住

民
が
会
費
を
出
し
合
い
万
一
、
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
場
合
に
見
舞
金
を
支
払

う
住
民
相
互
の
共
済
制
度
で
す
。

８
月
は
一
斉
加
入
月
間
で
す
の
で
こ

の
機
会
に
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
加
入
を
。

◇
加
入
で
き
る
人

①
長
生
村
に
住
ん
で
い
る
人

②
①
の
住
民
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
で
、

長
生
村
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
（
例

え
ば
、
東
京
に
下
宿
し
て
い
る
学
生

な
ど
）

◇
共
済
期
間

９
月
１
日
か
ら
翌
年
の

８
月
31
日
の
１
年
間

◇
会
　
費

１
人
　
７
０
０
円

◇
申
し
込
み

８
月
31
日
（
火
）
ま
で

８
月
は
交
通
災
害
共
済

一
斉
加
入
月
間
で
す

な
お
、
９
月
１
日
以
降
も
随
時
受
け

付
け
ま
す

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故

日
本
国
内
の
事
故
、
車
両
（
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
な
ど
）
の
交

通
に
よ
る
事
故
で
、
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
か
ら
交
通
事
故
証
明
書

（
原
則
と
し
て
人
身
事
故
扱
い
と
さ

れ
た
も
の
）
が
発
行
さ
れ
た
も
の

◇
共
済
見
舞
金

◎
死
亡
　
１
５
０
万
円

◎
傷
害
　
等
級
に
よ
り
２
万
円
か
ら
50

万
円
ま
で

◎
身
体
障
害(

１
級
又
は
２
級
）

傷
害
見
舞
金
の
ほ
か
に
50
万
円

◎
交
通
遺
児

遺
児
１
人
に
つ
き
10
万
円

◇
問
い
合
わ
せ
・
受
付

総
務
課

（
32
）
２
１
１
１

井
下
田
賢
氏
と
斉
藤
勲
氏
は
７
月
15

日
を
も
っ
て
助
役
、
収
入
役
の
職
を
辞

し
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

う
と
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
の
み
な
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
の
窓
口
（
公

務
員
は
勤
務
先
）
で
、
認
定
請
求
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
改
正
に
伴
な
う
新
規
請
求
な

ど
は
、
平
成
16
年
６
月
18
日
よ
り
、
９

月
30
日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、

特
例
的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

住
民
課

（
32
）
２
１
１
５

斉藤　勲氏 井下田　賢氏

荒
地
と
な
っ

て
い
る
土
地

は
、
火
災
の
原

因
に
な
っ
た

り
、
病
害
虫
の

発
生
、
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
の
温

床
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

自
分
の
土
地
が
周
り
の
人
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
草
刈
り
な
ど
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
正
し
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い

土
地
に
つ
い
て
は
条
例
に
よ
り
勧
告
な

ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

（
32
）
２
１
１
１

村
で
は
「
敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週

間
」
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
結
婚
50

周
年
（
金
婚
式
）
を
迎
え
る
ご
夫
婦
を

お
祝
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
夫
婦
は
、
昭
和
29
年

９
月
１
日
〜
昭
和
30
年
８
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
共
に
健
在
で
村

内
に
お
住
ま
い
の
人
で
す
。

結
婚
50
年
記
念
祝
賀
式
は
９
月
上
旬

に
行
う
予
定
で
す
。
該
当
す
る
人
は
８

月
６
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
健
康
福
祉

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
所
が
長
生
村
に
あ
り
本
籍

が
村
外
の
場
合
は
、
婚
姻
年
月
日
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
戸
籍
謄

本
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

（
32
）
２
１
１
２

「ふれあいと　対話が築く　明るい社会」 「通いあう　心が摘み取る　非行の芽」
7

国民健康保険の加入や脱退は
届出の手続きが必要です

ＱＱ．．私は今まで国民健康保険に加入
していましたが６月に就職し、会社か

ら健康保険証をいただきました。しか

し、８月に国民健康保険税の納税通知

書が届きました。なぜですか？

ＡＡ．．社会保険に変わったあなたに国
民健康保険税納税通知書が送られるの

には次のような理由が考えられます。

・国民健康保険を脱退する手続きはお
済みでしょうか
社会保険の保険証ができましたら

14日以内に役場住民課まで届出てく

ださい。

・届出時に持参するもの
①新たに交付された健康保険証

②国民健康保険証

③印鑑

・脱退手続き後に国民健康保険税の精
算をします
年度の途中で脱退した場合、４月か

ら国民健康保険を脱退した月の前月分

までを月割で計算し精算します。不足

分があるときは、変更後の納税通知書

により納付をお願いします。

・所得割を再計算します
確定申告書や修正申告書を提出した

ことにより、国民健康保険加入期間中

の所得に変更があった場合、国民健康

保険税に係る所得割を再計算し、変更

後の納税通知書を送付します。

また、国民健康保険への加入手続き

が遅れた場合には、社会保険などを喪

失した月までさかのぼって国民健康保

険税を納めていただくことになります

ので、変更などのあった場合には、期

間内に手続きをお願いします。

◇問い合わせ　税務課 32-2113

長
生
村
役
場
の

職
員
を
募
集

村
で
は
平
成
17
年
４
月
１
日
採
用
の

役
場
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
試
験
日

１
次
試
験
（
筆
記
）
９
月
19
日
（
日
）

税に関するＱ＆Ａ 児
童
扶
養
手
当
と
は
父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
、
父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
助
け
る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護

し
て
い
る
母
親
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
一
緒
に

生
活
を
し
て
い
な
い
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
が
重
度
（
国
民
年
金
の
障
害
等
級

１
級
程
度
）
の
障
害
に
あ
る
児
童

○
未
婚
の
母
の
児
童
な
ど

ご
存
知
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

○
児
童
ま
た
は
母
、
養
育
者
が
日
本
国

内
に
住
所
が
な
い
と
き

○
児
童
が
父
、
母
の
死
亡
に
よ
る
公
的

年
金
や
労
災
に
よ
る
遺
族
補
償
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
父
（
重
度
の
障
害
）
に
支
給
さ
れ
る

公
的
年
金
給
付
額
の
加
算
対
象
に
な

っ
て
い
る
と
き

○
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と

き
ま
た
は
里
親
に
養
育
さ
れ
て
い
る

な
ど

◇
手
当
の
基
準
額（
平
成
16
年
４
月
現
在
）

月
額
　
４
１
、
８
８
０
円

２
人
目
加
算
　
５
、
０
０
０
円

３
人
目
以
降
加
算
　
３
、
０
０
０
円

※
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

受
給
者
本
人
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義

務
者
の
前
年
所
得
に
よ
り
全
部
ま
た
は

一
部
が
支
給
停
止
な
り
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

身
体
や
精
神
に
「
障
害
等
級
表
」
に

該
当
す
る
程
度
の
障
害
の
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま

た
は
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
額
（
平
成
16
年
４
月
現
在
）

１
級
　
５
０
、
９
０
０
円

２
級
　
３
３
、
９
０
０
円

※
一
定
額
以
上
の
所
得
の
あ
る
場
合
に

は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

（
32
）
２
１
１
２

２
次
試
験
（
面
接
）
10
月
下
旬
予
定

◇
試
験
会
場
　
長
生
村
役
場

◇
受
付
期
間

８
月
２
日
（
月
）
〜
13

日
（
金
）

◇
募
集
職
種
　
一
般
行
政
職

◇
募
集
人
員
　
若
干
名
（
う
ち
身
体
障

害
者
を
１
人
）

◇
受
験
資
格
　
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜

62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

（
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
昭
和
40

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
学
歴
は

問
い
ま
せ
ん

◇
申
し
込
み

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
総
務
課
へ

※
申
込
用
紙
は
総
務
課
窓
口
で
配
付
し

て
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

総
務
課

（
32
）
２
１
１
１
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

第
23
回
長
生
支
部
消
防
操
法
大
会
が
長
生
郡
市
の
各
支
団
か
ら
選
出
さ
れ
た
18
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
６
月
27
日
に
旧
茂
原
市
公
設
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
の
代
表
と
し
て
、
第
１
分
団
第
５
部
（
信
友
）
と
第
２
分
団
第
２
部
（
南
部
・
高

崎
・
上
ノ
原
）
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

第
１
分
団
第
５
部
は
２
年
連
続
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
県
大

会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

な
お
、
個
人
の
部
で
も
第
１
分
団
第
５
部
の
植
草
規
尚
さ
ん
が
最
優
秀
１
番
員
に
輝
き
ま

し
た
。

信
友
消
防
団
長
生
支
部
消
防
操
法
大
会

２
年
連
続
最
優
秀
賞
を
獲
得

第２分団第２部の操法の演技

最
優
秀
賞
の
信
友
消
防
団

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

夏
の
星
を
観
察
　

練習の成果が発揮されました

一
松
小
の
４
年
生
41
人
は
７
月
７
日
に
文

化
会
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
っ
て
、
夏

の
星
座
の
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
か
ら
「
星
を
観
察
す
る
機
会
が
少
な

い
の
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
声

や
、「
実
際
の
星
よ
り
綺
麗
な
気
が
し
ま
す
」

と
の
感
想
も
で
ま
し
た
。

文
化
会
館
で
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
っ

て
団
体
を
対
象
に
季
節
の
星
座
観
察
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
文
化
会
館
　
（
32
）
５

１
０
０
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9

７
月
７
日
に
本
村
出
身
の
松
崎
寛
子
さ
ん

と
島
見
麗
子
さ
ん
に
よ
る
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

が
高
根
保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
は
オ
ペ
ラ
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
歌
う
松
崎
さ
ん
は
、
こ
の
日
は
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
の
歌
や
童
謡
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
在
宅
児
童
を
対
象
に
開
催
中
の
な

か
よ
し
広
場
に
集
ま
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
も

い
っ
し
ょ
に
、
美
し
い
歌
声
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
ひ
と
と
き
を
味
わ
い
ま
し
た
。

高
根
保
育
所
で

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

熱唱する松崎さん

７
月
２
日
に
長
生
中
学
校
２
年
生
１
４
８

人
と
、
村
の
更
正
保
護
女
性
会
52
人
に
よ
る

海
岸
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
毎
年
、
総
合
学
習
の
一
環
と

し
て
地
域
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
更
正
保
護
女
性
会
は
、
毎
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
海
岸

清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

炎
天
下
の
も
と
で
し
た
が
、
中
学
生
、
女

性
会
会
員
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
集
め

ら
れ
海
岸
は
と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

海
岸
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た

みんな一生懸命ゴミを拾ってくれました

無事故を願って
青空の下、７月10日に一松海水浴場で今シーズ

ンの海の安全を祈願して、海開きの式典が行われ

ました。

昨年は雨の多い日が続き関係者をヤキモキさせ

ましたが、今年は輝く太陽の下たくさんの観光客

で賑わうことを期待しましょう。

村内の保育所では、年少組から年長組を対象に

プールで水遊びをしています。７月８日に八積保

育所ではプール開きが行われました。

園児たちはさっそくプールに入り、うき輪など

を利用してみんな大はしゃぎで暑い夏の日を楽し

く過ごしました。

八積保育所でプール開き

大喜びの園児たち
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健
診
と
予
防
接
種

※
容
器
の
回
収
は
、
９
月
１
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

▽
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮
影

と
　
き
　
８
月
30
日
（
月
）

受
　
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
／
午
後
１
時
〜
３
時

▽
三
歳
児
健
診

（
Ｈ
13
年
４
月
・
５
月
生
）

と
　
き
　
８
月
５
日
（
木
）

受
　
付
　
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
15
年
８
月
・
Ｈ
16
年
１

月
・
４
月
生
）

▽
日
本
脳
炎

と
　
き
　
８
月
４
日
（
水
）

受
　
付
　
午
後
１
時
〜
２
時

▽
風
し
ん

と
　
き
　
８
月
11
日
（
水
）

受
　
付
　
午
後
１
時
〜
２
時

▽
喀
痰
容
器
配
布

と
　
き
　
８
月
24
日
（
火
）

受
　
付
　
午
前
９
時
〜
11
時

30
分
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

注射の前に健康チェック（三種混合）

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

６月22日、平成16年度食生活改善推進員リーダ

ー研修会が長生村保健センターで行なわれ、長生村

からは８人の推進員が参加しました。農林振興セン

ター改良普及課の改良普及員による「農産物の栽培

～現状と課題～」「農産物の栽培～長生トマトを使

って～」の２題の講演がありました。テレビなどで

も取り上げられ、何かと話題の「ながいきトマト」

が出荷されるまでのお話や試食もあり、地域の産物

であるトマトをもう一度見直す良い機会となりまし

た。

今月は３人の推進員を紹介します。

古本由紀子　　　 大野　仲　 東間　恵子

(城之内) （蟹道） （驚）

●今月のおしゃべり広場は９日（月）・23日（月）です

▽
と
　
き

８
月
６
日
（
金
）

27
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

検
査
・
尿
検
査
・
尿
中
塩
分

測
定
・
み
そ
汁
塩
分
測
定
・

▽
と
　
き

８
月
４
日
（
水
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

今
月
の
健
康
相
談

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

と
　
き
　
８
月
26
日
（
木
）

受
　
付
　
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

保
健
指
導
・
栄
養
指
導
な
ど

※
27
日
は
運
動
指
導
も
行
い
ま
す

の
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

11

保健師だより

水と健康

脱水にならないために脱水にならないために
今月の担当は池です

夏
は
気
温
が
高
く
、
た
く
さ

ん
汗
を
か
く
た
め
、
水
分
が
失

わ
れ
が
ち
で
す
。

私
た
ち
の
体
は
水
で
で
き
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
体
の
60
％

は
水
で
あ
り
赤
ち
ゃ
ん
だ
と

70
％
く
ら
い
が
水
分
で
す
。

水
分
は
、
私
た
ち
の
命
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
し
て
い
ま

す
。汗

が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、

体
の
熱
を
汗
に
よ
っ
て
外
に
出

し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
水
に
よ
っ
て
過
熱

状
態
を
防
い
で
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
脱
水
症
状
と
は

「
脱
水
」
と
は
、
体
の
中
か

ら
水
が
な
く
な
っ
た
状
態
で
、

一
般
的
に
は
、
体
重
の
２
〜

３
％
の
水
分
が
失
わ
れ
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
自
覚
症
状
が
出
て

き
ま
す
。

・
体
が
だ
る
い

・
強
い
の
ど
の
渇
き

・
皮
膚
や
粘
膜
の
乾
燥

・
食
欲
の
低
下

・
立
ち
く
ら
み

・
血
圧
の
低
下

○
夏
に
脱
水
を
お
こ
す
原
因

・
エ
ア
コ
ン
な
ど
が
非
常
に
完

備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

湿
度
が
少
な
く
カ
ラ
ッ
と
し
た

感
じ
に
な
り
生
活
環
境
が
乾
燥

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て

私
た
ち
の
体
も
乾
燥
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
酒
量
も
か

な
り
増
加
す
る
時
期
で
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
に
は
、
脱
水
を
促
す

作
用
が
あ
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、
飲

ん
だ
以
上
に
尿
と
し
て
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。
た
と
え
ば
１
リ

ッ
ト
ル
の
ビ
ー
ル
を
飲
む
と
１

リ
ッ
ト
ル
以
上
の
尿
が
出
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ビ
ー

ル
を
飲
む
と
す
ぐ
に
ト
イ
レ
に

行
き
た
く
な
り
ま
す
。
お
酒
を

飲
ん
だ
ら
、
十
分
に
水
分
を
補

給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
夏
は
、
仕
事
や
運
動
な
ど
少

し
体
を
動
か
し
た
だ
け
で
も
大

量
の
汗
が
で
る
た
め
に
、
失
わ

れ
た
水
分
を
定
期
的
に
補
給
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

運
動
中
な
ど
は
、
の
ど
が
渇
く

前
に
水
を
の
む
こ
と
が
必
要
で

す
。

○
脱
水
か
ら起

こ
り
や
す
い
病
気

脱
水
状
態
に
な
る
と
、
血
液

が
ド
ロ
ド
ロ
と
し
た
状
態
に
な

り
ま
す
。
人
間
の
体
は
サ
ラ
サ

ラ
し
た
血
液
に
よ
っ
て
機
能
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ド
ロ

し
て
い
る
と
血
管
の
あ
ち
こ
ち

で
血
が
固
ま
っ
て
し
ま
う
危
険

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
や

や
も
す
れ
ば
命
を
奪
う
よ
う
な

病
気
も
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
や
高
血
圧
症
、

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
　
心
臓
病

な
ど
で
動
脈
硬
化
の
あ
る
人
は
、

寝
る
前
、
入
浴
の
前
後
、
朝
起

き
た
と
き
な
ど
時
間
を
決
め
て

水
分
を
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

●脱水の主な症状●

○元気がない　　　　○めまい
○発熱　　　　　　　○血圧低下
○尿が少ない　　　　○意識障害
○吐き気　　　　　　など

熱中症 心筋梗塞 脳梗塞

●体内の水分量●

若い人では、体重の約60％が水分ですが、お
年寄りでは約50％と水分の割合が減少します。
年をとると、筋肉の量が減って、若いころほど、
筋肉に水分を貯えられなくなるからです。

若者 高齢者

60％ 50％
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

山
本
　
咲
輝

和
弘
　
七
井
土

行
木
陽
花
里

雅
夫
　
岩
　
沼

東
谷

碧

和
恭
　
七
井
土

菊
池
　
香
　

康
之
　
竜
宮
台

小
高
　
真
尭

淳

岩
　
沼

菊
池
壮
太
郎

伸
晃
　
宮
ノ
台

細
谷
　
知
樹

正
規
　
南
中
瀬

出
生
・
死
亡
（
６
月
受
付
）

ただ今夢中！（ 1 5）

今
回
は
、
今
年
３
月
に
長
生
地

区
初
の
女
性
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と

し
て
誕
生
し
た
「
ウ
ィ
ン
ズ
長
生
」

で
す
。

「
と
に
か
く
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
仲
の
良
い
チ
ー
ム
で
す
よ
」

と
笑
顔
で
は
な
し
て
く
れ
た
代
表

の
片
岡
道
代
さ
ん
。

13
人
の
メ
ン
バ
ー
が
土
・
日
曜

日
を
中
心
に
茂
原
西
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。チ

ー
ム
創
設
の
い
き
さ

つ
は
、
長
生
村
長
杯
フ
ッ

ト
サ
ル
の
部
で
対
戦
し
て

い
た
長
生
マ
リ
ン
ズ
の
レ

デ
ィ
ー
ス
と
、
茂
原
市
の
ウ

エ
ス
ト
と
い
う
ク
ラ
ブ
が
普
通

ウィンズ　長生

の
サ
ッ
カ
ー
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
合
併
を
し
た
の
が
始
ま
り
だ

そ
う
で
す
。

結
成
後
は
県
の
リ
ー
グ
戦
な
ど

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
未
だ
勝
ち

星
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
は
何
よ
り

も
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
こ
と
を
最

優
先
し
て
い
る
の
で
、
チ
ー
ム
は

い
つ
も
明
る
さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

平
均
年
齢
40
歳
く
ら
い
の
主
婦

だ
け
の
チ
ー
ム
で
す
が
と
も
に
戦

う
メ
ン
バ
ー
（
女
性
）
や
応
援
し

く
れ
る
仲
間
（
性
別
問
わ
ず
）
を

募
集
中
。

興
味
の
あ
る
人
は
代
表
の
片
岡

さ
ん
　
（
32
）
０
６
６
０
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

近年多発している、悪質業者に

よる架空請求でお困りではありま

せんか？村内でも、架空請求と思

われるハガキが送られてくるとい

う事例の報告があります。

そのような怪しい請求が届いた

場合には、まず千葉県消費者セン

ターにお問い合わせください。

相談受付は月曜から金曜日まで

の午前９時30分から午後４時ま

でとなっています。休館日は土、

日、祝日です。

◇問い合わせ

千葉県消費者センター

047-434-0999

架空請求で
お困りでは
ありませんか？

13

取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,386人 (+ 5)

女　7,475人 (-  4)

計 14,861人 (+ 1)

■世帯数

5,101戸 (+ 11)

７月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

石
井
　
　
　
　
96
歳
　
入
山
津

狩
野
き
よ
子
　
77
歳
　
北
中
瀬

久
保
田
　
實
　
68
歳
　
小
　
橋

松
下
　
邦
人
　
82
歳
　
市
ヶ
谷

古
山
源
一
郎
　
71
歳
　
小
泉
南

井
桁
　
忠
彌
　
77
歳
　
獺
　
台

細
矢
　
恒
男
　
36
歳
　
小
　
橋

齋
藤
　
之
雄
　
81
歳
　
曽
　
根

片
岡
　
み
よ
　
91
歳
　
昭
　
和

齊
藤
　
も
と
　
84
歳
　
入
山
津

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

みんな何をお願い
しているの？

バイクで全国一周

八積保育所のプール開きが行

われた時に園児と保育士一同で

プールの安全祈願をしていると

ころです。

６月21日にバイクで全国一周

交通死亡事故撲滅キャンペーン

を行っている西村 さんが長生

村を訪れました。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

私の夢は、かんご師さんになりたい

です。なぜかというと、病気の人を早

く治してあげたいからです。みんなが

元気で長生きをしてほしいからです。

東間　千明さん

一　松　小

５　年

ぼくは、しょう来えきちょうさんに

なりたいです。えきちょうさんになっ

たら、でん車にのりおくれそうな人を

まってあげます。やさしいえきちょう

さんになりたいです。

滝口　友啓くん

八　積　小

２　年
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
道路ふれあい月間は何月でしょう？

１、８月 ２、９月 ３、10月

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り ８月13日

◇賞　品 抽選で３人に図書券を差し上げます。

◇先月の答え ３、参議院議員

◇当選者　芝崎初美さん、篠崎可明さん
松本博信さん

村の
50選⑤

▼
地
曳
き
網

九
十
九
里
浜
は
、
地
曳
き
網

漁
が
盛
ん
な
こ
と
で
有
名
で
す
。

現
在
は
７
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
行
わ
れ
る
観
光
協
会
主
催

の
観
光
地
曳
き
網
が
中
心
で
す

が
、
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
な
ど
の
銀

鱗
が
網
の
中
で
踊
り
、
時
に
は

思
わ
ぬ
大
物
も
。
生
き
た
魚
を

捕
ま
え
る
な
ど
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
が
満
喫
で
き
ま
す
。

朝
日
と
い
っ
し
ょ
に
早
起
き

す
れ
ば
、
き
っ
と
う
れ
し
い
海

の
恵
み
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

過
去
か
ら
未
来
へ

残
し
た
い
長
生
村
50
選

地曳き網漁

人人人人

きむら・やすき　昭和44年３月21
日生まれ。千葉市出身、現在曽根

在住。

平成16年４月に一松にオープン

したサーフショップ「ＢＥＡＣＨ」

の代表。

シリーズ

日
本
一
の
波
を
体
感
し
よ
う
！

木
　
村
　
泰
　
樹
さ
ん

「
地
元
の
人
に
九
十
九
里
の

海
を
も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
真
剣
な
面
持

ち
で
話
し
て
く
れ
た
木
村
泰
樹

さ
ん
（
曽
根
）。

木
村
さ
ん
は
今
年
の
４
月
に

一
松
海
岸
の
そ
ば
に
オ
ー
プ
ン

し
た
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
「
ビ
ー

チ
」
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

サ
ー
フ
ィ
ン
を
は
じ
め
た
の

は
高
校
生
の
と
き
で
も
う
20
年

位
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

最
初
の
う
ち
サ
ー
フ
ィ
ン
は

趣
味
の
一
つ
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
し
た

と
き
に
サ
ー
フ
ィ
ン
に
対
す
る

価
値
観
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
サ
ー

フ
ィ
ン
大
国
で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
は

文
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
授
業
で
サ
ー
フ
ィ
ン

が
あ
っ
た
り
、
地
域
の
団
体
が
サ

ー
フ
ィ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た

り
と
地
域
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

サ
ー
フ
ィ
ン
を
支
え
て
い
ま
す
」

と
日
本
の
サ
ー
フ
ィ
ン
も
そ
れ
く

ら
い
に
な
ら
な
く
て
は
と
力
説
す

る
木
村
さ
ん
。

「
少
数
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
人

の
た
め
に
サ
ー
フ
ァ
ー
が
海
を

汚
す
と
か
色
々
良
く
な
い
話
も

聞
き
ま
す
が
ほ
と
ん
ど
の
サ
ー

フ
ァ
ー
は
海
を
大
切
に
し
て
い

る
人
ば
か
り
で
す
よ
」
と
、
サ

ー
フ
ァ
ー
の
現
状
も
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
８
年

間
勤
め
な
が
ら
も
い
つ
か
自
分

の
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
を
持
ち
、

サ
ー
フ
ィ
ン
を
メ
ジ
ャ
ー
な
ス

ポ
ー
ツ
に
と
い
う
気
持
ち
を
持

15

作ってみよう！

今月の
料理

講師の関野さん

鰯の包揚げ・千草豆腐鰯の包揚げ・千草豆腐
鰯の包揚げ
●材料
・鰯・・・・・５尾　　　　　　　　・餃子の皮・・25枚
・玉ねぎ・・・１個　　　　　　　　・青じそ・・・10枚
・しょう油・・少々　　　　　　　　・揚げ油
・酒・・・・・大１　　　　　　　　・ねり辛子
・しょうが・・１片（みじん切り） ・酢しょう油
・みそ・・・・大２
※玉ねぎはみじん切りにして、フライパンに入れしょう油を
加えて炒って冷ましておく。
●作り方
①鰯は手開きにして、皮と骨を取り細かく切ってたたき、A
をよく混ぜる。
②餃子の皮に①をのせ包む。
③揚げ油を170度に熱して、色づくまでカラッと揚げる。

千草豆腐
●材料
・綿豆腐・・・２と1/2丁 ・しょう油・・大４と1/2
・塩・・・・・少々　　　　　　・酒・・・・・大２と1/2
・きゅうり・・１本　　　　　　・酢・・・・・大２
・長ねぎ・・・１本　　　　　　・砂糖・・・・大１
・木耳・・・・３ｇ　　　　　　・だし汁・・・大１と1/2
・青じそ・・・５枚　　　　　　・ごま油・・・大１と1/2
・みょうが・・３個　　　　　　・ねり辛子・・小１
・しょうが・・１片
●作り方
①豆腐は半分に切って、塩を入れた熱湯で茹でてから冷ます。
表面を柔らかくしてから水気を切る。
②野菜はすべて細切りにする。
③器に豆腐を盛り、野菜をこんもりとのせＢをかける。

▼
六
兵
衞
の
虫
籠

か
つ
て
村
の
特
産
品
と
し
て

虫
カ
ゴ
が
村
内
で
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
生
産
さ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
か
つ
て
岩
沼
地
区
に

虫
売
り
業
者
が
多
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
村
で
採
れ
た
竹
を
材

料
に
農
家
が
副
業
に
作
っ
て
い

た
も
の
で
、
特
に
虫
カ
ゴ
作
り

の
名
人
佐
瀬
六
兵
衞
が
製
作
し

た
も
の
を
「
六
兵
衞
の
虫
籠

（
ム
シ
カ
ゴ
）」
と
呼
ん
で
い
た

よ
う
で
す
。

昭
和
初
期
の
こ
ろ
ま
で
、
八

積
駅
を
発
つ
一
番
列
車
は
東
京

の
問
屋
に
虫
を
運
ぶ
虫
売
り
で

賑
わ
い
、
車
内
は
虫
た
ち
の
泣

き
声
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ

六兵衞の虫籠

店
前
で
お
客
と
家
族
と
の
一
枚

っ
て
い
た
木
村
さ
ん
は
こ
う
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
日
本
は
、

海
は
危
険
だ
と
遠
ざ
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を

通
じ
て
海
に
接
す
る
事
で
、
自

然
を
知
り
、
心
身
共
に
成
長
で

き
る
と
思
い
ま
す
」
と
。

村
の
観
光
事
業
に
対
し
て

も
、「
九
十
九
里
エ
リ
ア
の
波

は
サ
ー
フ
イ
ン
に
適
し
た
日
本

一
の
波
、
村
に
と
っ
て
も
大
き

な
財
産
で
す
。
毎
年
、
県
外
か

ら
２
０
０
万
人
以
上
の
人
が
サ

ー
フ
イ
ン
を
楽
し
み
に
く
る
、

こ
れ
は
産
業
と
し
て
も
大
き
な

魅
力
で
す
。
行
政
も
早
急
に
海

岸
の
駐
車
場
整
備
と
砂
浜
の
侵

食
問
題
解
決
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
、
貴
重
な
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。

最
後
に
「
サ
ー
フ
イ
ン
は
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
い
つ
で

も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の

で
是
非
一
度
体
験
し
て
く
だ
さ

い
。
や
っ
て
み
た
い
け
ど
ボ
ー

ド
は
買
え
な
い
と
い
う
人
は
お

貸
し
し
ま
す
の
で
気
軽
に
お
店

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
子
ど

も
た
ち
に
も
レ
ッ
ス
ン
な
ど
い

た
し
ま
す
」
と
木
村
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
サ
ー
フ
ィ
ン
の
普
及

と
村
の
観
光
の
活
性
化
に
努
め

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｂ
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生生生生涯涯涯涯学学学学習習習習
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

２
日
と
16
日

（
第
１
・
第
３

月
曜
日
）
は
、

体
育
館
・
武
道

館
・
弓
道
場
・

薮
塚
球
技
場

は
、
休
館
（
休

場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

体 の設施育 休
館

日

生
村
剣
道
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

長長長長
６
月
26
日
、
長
生
・
夷
隅
・
山
武

郡
市
な
ど
の
小
・
中
学
生
89
チ
ー
ム

４
９
５
人
を
招
い
て
村
体
育
館
で
第

29
回
長
生
村
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
、

☆
毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
少
年
の
日
」
で
す
。

☆
毎
月
第
３
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」
で
す
。

横
浜
港
の
風
景
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
・
ス
カ
イ
ウ
ォ

ー
ク
（
空
中
散
歩
）
は
日
本
で
初
め

て
橋
に
併
設
さ
れ
た
展
望
施
設
で
す
。

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
目
に
飛

び
込
ん
で
来
ま
す
。
帰
り
に
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
横
浜
工
場
で
ビ
ー
ル
の
歴
史

を
学
び
ま
す
。

◇
と
　
き

８
月
21
日
（
土
）

午
前
７
時
27
分
茂
原
駅
発
乗
車

◇
交
通
費

３
、
０
５
０
円
（
ホ
リ

デ
ー
パ
ス
２
、
３
０
０
円
、
バ
ス

片
道
２
１
０
円
、
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー

ク
利
用
料
５
４
０
円
）

◇
コ
ー
ス

茂
原
駅→

品
川
駅
（
乗

換
え
）→

鶴
見
駅→

（
バ
ス
）

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク→

（
徒
歩
）
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工
場→

新
子
安

駅
（
約
６
km
）

◇
対
　
象

村
民

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険
証

◇
参
加
費

会
員
以
外
３
０
０
円

（
保
険
代
、
書
類
代
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
場
合
は
保
険
の
範
囲

内
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

岩
永
　
　
　
（
32
）
５
８
３
０

※
雨
天
、
そ
の
他
で
中
止
に
な
る
こ

生
歩
こ
う
会

８
月
の
例
会
案
内

長長長長

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
以
外
の

人
は
前
日
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

少
年
少
女
剣
士
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

茂
原
武
道
館
Ａ

準
優
勝

茂
武
会
Ａ

第
３
位

茂
原
武
道
館
Ｂ

敢
闘
賞

睦
沢
練
心
会
Ｂ

○
小
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

茂
原
武
道
館
Ａ

準
優
勝

錬
心
舘
市
原
道
場

第
３
位

睦
沢
練
心
会
Ａ

敢
闘
賞

岬
町
少
年
剣
友
会
Ａ

○
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

茂
原
市
立
茂
原
中
学
校

準
優
勝

成
東
町
立
東
中
学
校

第
３
位

九
十
九
里
町
立
九
十
九

里
中
学
校

敢
闘
賞

大
網
白
里
町
立
大
網
中
学
校

○
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

横
芝
町
立
横
芝
中
学
校

準
優
勝

大
網
白
里
町
立
増
穂
中
学
校

第
３
位

大
原
町
立
大
原
中
学
校

敢
闘
賞

勝
浦
市
立
北
中
学
校

８
月
は
夏
の
「
青
少
年
を
健
全
に

育
て
る
運
動
」
実
施
期
間
で
す
。

「
お
母
さ
ん
　
気
づ
い
て
あ
げ
て

小
さ
な
サ
イ
ン
」
次
の
３
つ
を
重
点

目
標
に
青
少
年
を
健
全
に
育
て
る
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
社
会
の
基
本
ル
ー
ル
の
遵
守

②
青
少
年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
活
動

③
青
少
年
の
社
会
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
行
事
）
の
促
進

青
少
年
の
問
題
は
、
家
庭
で
の
教

育
や
し
つ
け
だ
け
で
な
く
、
社
会
全

体
の
問
題
で
す
。
社
会
の
基
本
ル
ー

ル
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
ま

た
青
少
年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
の
活
動
な
ど
、
青
少
年
の
被

害
防
止
・
保
護
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

づ
い
て
あ
げ
て

小
さ
な
サ
イ
ン

気気気気
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七
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

一
望
の
青
田
と
な
り
て
風
渡
る
　
　

井
下
田
　
き
よ

小
さ
な
苗
が
今
真
青
に
そ
よ
そ
よ
と
な
び
い
て
い
る
。
ま
さ
に
百

姓
の
醍
醐
味
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ど
う
か
嵐
が
来
ま
せ
ん
よ
う
に
。

引
越
し
の
思
い
出
よ
ぎ
る
蟻
の
列
　
　

井
上
　
道
子

蟻
の
列
を
見
て
い
ま
す
と
転
勤
族
の
主
人
と
過
ご
し
た
日
々
を

思
い
出
し
ま
す
。
行
っ
た
り
来
た
り
荷
物
を
運
び
ま
し
た
。

時
計
草
花
の
時
間
を
過
ぎ
て
来き

し
　

高
野
　
み
さ
お

知
人
か
ら
李
が
と
れ
た
と
電
話
が
あ
り
女
３
人
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
庭
に
多
く
の
蕾
を
つ
け
た
時
計
草
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

梅
雨
寒
や
震
度
知
ら
せ
る
文
字
ニ
ュ
ー
ス
柳
田
　
芳
子

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
い
た
ら
地
震
の
震
度
を
知
ら
せ
る
文
字

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
津
波
の
心
配
無
し
と
被
害
の
無
い
様

に
祈
り
ま
す
。

初
蝉
や
自
愛
の
日
び
を
息
災
に
　
　
　

矢
部
　
甲
子

齢
を
積
む
今
日
此
頃
ひ
と
日
ひ
と
日
を
心
し
て
暮
ら
す
時
思
い
が

け
な
く
森
の
中
よ
り
初
蝉
を
聞
き
生
き
る
喜
び
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

こ
の
暑
さ
少
し
ず
ぼ
ら
に
マ
イ
ペ
ー
ス
　
米
倉
　
安
糸

八
十
の
坂
も
な
ん
の
そ
の
と
思
い
な
が
ら
、
体
が
つ
い
て
行
け

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
息
を
ぬ
い
て
マ
イ
ペ
ー
ス
。

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

６
月
20
日
に
村
体
育
館
で
85
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
卓
球
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
男
子
団
体
の
部

優
　
勝

ボ
ン
バ
ー
ズ

準
優
勝

長
生
村
卓
球
ク
ラ
ブ

第
３
位

卓
新
会

民
親
善
卓
球

大
会
の
結
果

村村村村
休
み
ふ
れ
あ
い

映
画
会
を
開
催

夏夏夏夏

長
生
村
を
メ
イ
ン
会
場
に
し
て
６

月
20
日
よ
り
行
わ
れ
た
、
第
45
回
長

生
郡
民
体
育
大
会
が
、
７
月
11
日
に

終
了
し
ま
し
た
。

14
種
目
20
競
技
が
行
わ
れ
、
長
生

村
は
総
合
で
準
優
勝
、
種
目
別
で
は

軟
式
野
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
柔
道
、

ク
レ
ー
射
撃
、
弓
道
が
優
勝
し
ま
し

た
。

民
大
会

総
合
で
準
優
勝

郡郡郡郡 ○
女
子
団
体
の
部

優
　
勝

長
生
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

長
生
村
卓
球
ク
ラ
ブ

第
３
位

長
生
中
学
校
Ｂ
チ
ー
ム

○
男
子
個
人
の
部

優
　
勝

天
野
雅
之

準
優
勝

石
井
秀
明

第
３
位

御
園
育
松

○
女
子
個
人
の
部

優
　
勝

小
高
初
恵

準
優
勝

斉
藤
寿
子

第
３
位

水
野
和
江

○
中
学
生
男
子
個
人
の
部

優
　
勝

深
山
大
介

準
優
勝

米
倉
瑛
介

第
３
位

大
塚
将
史

○
中
学
生
女
子
個
人
の
部

優
　
勝

海
保
聖
奈

準
優
勝

須
藤
菜
摘

第
３
位

大
塚
　
舞

幼
児
や
小
学
生
親
子
向
け
の
映
画

会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

８
月
３
日
（
火
）
・
10

日
（
火
）
午
後
２
時
〜
３
時
40
分

◇
題
　
名

○
３
日

忍
た
ま
乱
太
郎
・
暖
か
い

心
で
親
切
に
す
る
・
サ
ラ
ダ
十
勇
士

ト
マ
ト
マ
ン
・
わ
ん
ぱ
く
漂
流
記

○
10
日

悟
空
の
交
通
安
全
・
ホ
シ

ガ
リ
姫
の
冒
険
・
ぼ
く
と
子
犬
の

わ
ん
ぱ
く
大
事
件

◇
と
こ
ろ

長
生
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
管
理
棟
２
階

◇
入
場
料

無
料

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
郡
市
視
聴
覚

教
材
セ
ン
タ
ー

（
25
）
６
０
０
１



18

  

 

 

 

文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

プラネタリウムで聞く
こわーいおはなし会

文化会館　　32ｰ5100

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 ◇上映時間◇

夏
番
組

○
「
夏
の
星
座
」

○
「
Ｉ
ｎ
ｖ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｏ

休
み
映
画
会
を

開
催
し
ま
す

夏夏夏夏
ダ
イ
バ
ー
に
連
れ
さ
ら
れ
た
息
子

の
ニ
モ
を
取
り
戻
す
た
め
、
敢
然
と

立
ち
上
が
っ
た
父
親
の
マ
ー
リ
ン
。

人
間
の
世
界
か
ら
生
き
て
帰
れ
た
魚

は
、
か
つ
て
一
匹
も
い
ま
せ
ん
。
で

も
、
マ
ー
リ
ン
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ニ
モ
は
亡
き
妻

が
命
と
ひ
き
か
え
に
守
っ
た
、
か
け

が
え
の
な
い
息
子
だ
っ
た
の
で
す
。

◇
題
　
名

「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ニ
モ
」

◇
と
　
き

８
月
15
日
（
日
）

１
回
目開

場：

午
前
９
時
30
分

開
演：

午
前
10
時

２
回
目開

場：

午
後
１
時
30
分

開
演：

午
後
２
時

県
民
と
警
察
を
結
ぶ
「
音
の
か
け

橋
」
と
し
て
、
県
民
か
ら
親
し
ま
れ
、

愛
さ
れ
る
音
楽
隊
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
創
設
さ
れ
た
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

◇
と
　
き

９
月
12
日
（
日
）

開
場：

午
後
２
時

開
演：

午
後
２
時
30
分

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
ー
ル

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

※
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

察
音
楽
隊
の
ハ
ー
ト

フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

警警警警 ◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
ー
ル

◇
入
場
料

前
売
券
４
０
０
円

当
日
券
５
０
０
円

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
〜
も
し
も
宇
宙
へ
行
っ

た
な
ら
〜
」

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
打
ち
上
げ
成

功
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
、
宇
宙

で
の
暮
ら
し
に
興
味
を
持
っ
た
主
人

公
の
ち
あ
き
ち
ゃ
ん
。
本
か
ら
飛
び

出
し
た
お
と
ぼ
け
博
士
の
案
内
で
宇

宙
生
活
を
体
験
し
て
い
き
ま
す
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

図書室と読み聞かせボランティア「く

りくりブック」による親子で楽しめるお

はなし会を行います。今回はとっておき

のこわーい話をプラネタリウムで行いま

す。暑い夏を、怖い話を聞いて涼しく過

ごしましょう。

◇と　き 8月22日（日）午後2時30分

より30分間

◇ところ 文化会館プラネタリウム室

◇対　象 4歳くらいから小学生までの

子どもと保護者、ただし心臓の悪い人、

怖がりの人はご遠慮ください

◇定　員 40人（先着順）

◇申し込み 当日受付、事前の申し込み

はありません

◇問い合わせ 文化会館　　 32-5100

※
夏
休
み
期
間
中
は
水
、
金
曜
日
の

午
後
３
時
か
ら
も
上
映
し
ま
す
。
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
さすらい　　　　　　　　　　　　　　　赤川　次郎

その女の名は魔女　　　　　　　　　　　赤川　次郎

輪違屋糸里　上、下　　　　　　　　　　浅田　次郎

脳みその研究　　　　　　　　　　　　　阿刀田　高

薩摩燃ゆ　　　　　　　　　　　　　　安部　竜太郎

淫らな罰　　　　　　　　　　　　　　岩井　志麻子

上海迷宮　　　　　　　　　　　　　　　内田　康夫

パンドラ・アイランド　　　　　　　　　大沢　在昌

Q&A 恩田　　陸

スペース　　　　　　　　　　　　　　　加納　朋子

老人のための残酷物語　　　　　　　　倉橋　由美子

コイン・トス　　　　　　　　　　　　　幸田　真音

解夏　　　　　　　　　　　　　　　　さだ　まさし

花籠の櫛　　　　　　　　　　　　　　澤田　ふじ子

バンビの剥製　　　　　　　　　　　　　鈴木　清剛

自転車少年記　　　　　　　　　　　　　竹内　　真

いつか物語になるまで　　　　　　　　　中上　　紀

乱歩賞作家黒の謎　　　　　　　　　　　鳴海　　章

シーボルトの眼　　　　　　　　　　　ねじめ　正一

令嬢テレジアと華麗なる愛人たち　　　藤本　ひとみ

野川　　　　　　　　　　　　　　　　　古井　由吉

一階でも二階でもない夜　　　　　　　　掘江　敏幸

ＩＣＯ-霧の城- 宮部　みゆき

子
ど
も
た
ち
に
広
が
る
茶
髪
、
パ
ー
マ
、
ピ

ア
ス
、
化
粧
品
、
タ
ト
ゥ
ー
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、

プ
チ
整
形
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
。
こ
れ
ら
の

「
お
し
ゃ
れ
に
よ
る
障
害
」
を
個
々
に
取
り
上
げ
、

そ
の
対
処
と
指
導
方
法
を
述
べ
る
。
多
く
の
写

真
を
掲
載
し
、「
誤
っ
た
お
し
ゃ
れ
」
に
警
告
す

る
。

おしゃれ障害
岡村　理栄子

株はあと２年で
やめなさい
木戸　次郎

日
経
平
均
は
２
０
０
６
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
が
本
当
の
地
獄
が
や

っ
て
く
る
。
株
で
ど
ん
底
か
ら
生
還
し
た
著
者

が
、
混
迷
す
る
日
本
経
済
を
大
胆
予
測
。
注
目

の
テ
ー
マ
と
ね
ら
い
目
の
銘
柄
を
ズ
バ
リ
解
読

す
る
全
投
資
家
必
読
の
書
。

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
ミサコ、三十八歳　　　　　　　　　　　群　ようこ

長崎乱楽坂　　　　　　　　　　　　　　吉田　修一

しなやかにしたたかに　　　　　　　　　渡辺　淳一

蛍を見に行く　　　　　　　　　　　　　宮嶋　康彦

ふろしきの贈り物　　　　　　　　　　森田　知都子

すぐ使えるロープとひも結び百科　　　　富田　光紀

美しく見えるシニアの服　　　　　　　　見寺　貞子

元気が出るねばねばパワーレシピ　　　　福田　芳子

アイスクリーム大好き！　　　　　　　　島本　　薫

クールカクテル　　　　　　　　　　アップオン編集部

アクアプランツインテリア　　　　　　　宮田　浩史

あそびのレシピ　　　　　　　　　　　　鈴木　洋子

うんち　　　　　　　　　　　　　　ニール・レイトン

鳥の巣研究ノート１・２　　　　　　　鈴木　まもる

オリンピック絵事典　　　　　　　　　　PHP研究所

アニモーフ　２・３・４
K・A・

アップルゲイト

セブンスタワー４　　　　　　　　　ガース・ニクス

ゲド戦記外伝　　　　　　　　　　　　ル＝グウィン

くわずにょうぼう　　　　　　　　　　　赤羽　末吉

ふしぎなたいこ　　　　　　　　　　　　清水　　崑

よかったねネッドくん　改訂版　　　レミー・

シャーリップ
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

今月は

県県県県村村村村民民民民税税税税・・・・国国国国保保保保税税税税・・・・
介介介介護護護護保保保保険険険険料料料料 の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

8・1
秋場医院 吉田医院 茂原機能クリニック
42-3323 34ｰ3045 25ｰ7755

8・8
鈴木医院 東部台医院 森川病院
42ｰ3111 22ｰ2455 25ｰ2510

8・15
清水医院 聖光会病院 高田整形外科医院
42ｰ2950 35ｰ5151 22ｰ0111

8・22
内山医院 粒良医院 山之内病院
42-2062 25ｰ8580 25ｰ1131

8・29
岡田眼科医院 宮本内科医院 菅原病院
42ｰ3529 22ｰ3770 25ｰ1171

9・5
長生診療所 ポプラクリニック 宍倉病院
32ｰ3303 23ｰ3111 24ｰ2171

※日曜祭日当番医は変更となる場合がありますので
ご了承ください。

長生健康福祉センターでは、配

偶者やパートナーからの暴力に悩

んでる人のＤＶ（ドメスティッ

ク・バイオレンス）相談をおこな

います。身体的暴力のみでなく、

精神的、経済的、性的なあらゆる

形の暴力について専門の相談員が

電話や面接で相談に応じます。

◇と　き　来所相談（毎週火曜・
予約制）

電話相談（月～金曜９時～17時・

祝祭日は除く）

◇問い合わせ　長生健康福祉セン
ター　　　　　　　　22-5565

◇相談費用 無料

※匿名相談可能、秘密は厳守しま
す。

ＤＶ相談の
案内について

千葉県では、原爆被爆者二世に

対する健康診断を実施しています。

◇対象者 原爆被爆者の実子で県

内に住所を有し、受診を希望さ

れる人、なお受診希望者が多数

の場合は昨年度未受診者を優先

◇実施期間 平成17年３月10日まで

◇申込期限 平成17年２月10日まで

◇申込方法 受診を希望する人の

住所、氏名、電話番号、生年月

日、被爆者である親の氏名、住

所、被爆者手帳番号を明記のう

え郵送。受診書は後日送付。な

お、検査の種類によっては一部

自己負担が生じます。

◇申し込み・問い合わせ
千葉県健康福祉部健康福祉指導

課援護恩給室

043-223-2349

原爆被爆者二世
健康診断を実施

消防本部では118人の救急隊員

で業務を実施しています。昨年の

救急件数は6,692件出動し、国民

の29人に１人が救急隊によって医

療機関へ搬送されています。

心肺停止傷病者を医療機関に搬

送するまでの適切な処置を速やか

に行うのが救急救命士です。

○適切な処置を行うため病院実習
を行います。
救急救命士は、平成16年７月か

ら気管挿管ができるようになり、

気管挿管実施に向けて、消防本部

の救急救命士も７月１日から、亀

田綜合病院の麻酔科医師の指導の

もと、病院で気管挿管実習を行な

っています。そこでは、医療機関

において全身麻酔下で手術を受け

られる人の実習に対する協力が必

要となってきます。救急救命士の

病院実習に、あなたのご協力をお

救える命を
救いたい

願いすることがあります。

◇問い合わせ　消防本部警防課
24-0119

21

役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、東上総県民センターでの
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から東上総県民センターにおいてそれぞれ電話で受け付けます。

家庭児童相談室を
ご利用ください

長生健康福祉センターでは児童
福祉の向上を図るため「家庭児童
相談室」を設置し、専門的な立場
から家庭における児童養育などの
相談に応じていますので、身近な
相談機関として気軽にご利用くだ
さい。相談は無料です。
◇相談内容 親子関係・不登校・
生活習慣・非行・環境福祉・そ
の他
◇相談対象 乳幼児から18歳まで
の子どもとその保護者
◇相談方法 面接相談または電話
相談

わが家の愛犬・愛猫の写真にコ

メントを付けて紹介してください。

優秀作品15点を９月に行われる

動物愛護週間イベント会場に展示

し、協会機関紙に掲載すると共に

表彰を行います。

◇応募作品 応募者の飼育してい

る犬・猫の写真３枚までとし、

しつけなど適正飼育についての

コメント（400字詰原稿用紙１

枚以内）を添えた作品を対象、

写真サイズはＬ判（通称サービ

ス判）とし、すべての写真の裏

面に住所・氏名・電話番号を記載

◇応募資格 県内に在住の人（プ

ロ、アマ、年齢は問いません）

◇募集期間 ８月１日（日）～

８月31日（火）

わが家の犬・猫
写真コンクール開催

◇応募先　（財）千葉県動物保護
管理協会　〒260－0854千葉市

中央区長洲2-22-6

043-221-2364

ＦＡＸ 043-221-2368

◇相談日 月～金曜日の午前9時
～午後5時（祝祭日、年末年始
を除く）

◇ところ 長生健康福祉センター
内家庭児童相談室

◇申し込み方法 電話により随時
受付　　22-5167 内線（234）

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ
◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 ８月16日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 ８月22日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 ８月16日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 ８月20日（金）午後１時～午後４時（要予約） 東上総県民センター　 25ｰ7830

◎行政相談 ８月16日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 毎週月曜日午前９時～午後４時 千葉地方法務局一宮支局 42-3515

◎家庭教育相談 ８月7日（土）21日（土）午前９時～午後４時 中 央 公 民 館 32-3770

◎子育て相談 ８月23日（月）午前９時～正午 午後１時～午後４時 子育て支援センター(高根保育所) 32-5891

◎年金相談 ８月26日（木）午前９時～（先着60人） 茂原市役所　 千葉社保043-242-6327

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談 人権相談、行政相談、心配ごと相談は原則として予約制です。

不妊相談を
実施します

不妊で悩む夫婦などに、不妊に

関する一般的な相談や不妊治療に

関する情報提供、医療面・精神面

の面接相談（予約制）を行う、不

妊相談センターが開設されまし

た。

◇と　き 毎月第２木曜日

・午後１時～３時

◇相談費用 無料

◇ところ 長生健康福祉センター

22-5914

※電話相談は随時行っています



この夏は、関東地方ではほ
とんど雨が降らず、毎日暑い
日が続いています。
ところが、新潟や福井県で

は集中豪雨による大災害が発
生しました。雨も暑さもほど
ほどがよいのですが、自然は
ままなりません。
台風が来やすい時期でもあ

ります。もう一度防災につい
て考えてみましょう。

（い）

花火の絵を描きま
した。大きな花火を
いろいろな色を使っ
て描きました。

高根小
（２年生）

油絵を描きはじめ
て2年になります。
立体感がでるように
手前の色を盛り上が
らせました。

長生中
（３年生）

林　有莉 さん

平成16年8月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

となりのワンちゃんと仲良しで

す。お父さんとお風呂で遊ぶのが

大好きです。

平成15年8月17日生
父・石原　光太郎、母・佳子さん

夏 実
み

ちゃん（宮ノ台）

歩けるようになりました。

ボール遊びとおじいちゃんが大

好きです。

平成15年8月10日生
父・鵜沢　健一、母・あゆみさん

琉
る

夏
か

ちゃん（金田）

ヤシ科ココヤシ属　
熱帯や亜熱帯地域の海岸に分
布する大型のヤシの仲間です。原産
地はココス諸島説とポリネシア説などがあ
ります。各地で栽培されています。果実は有効に
利用されており、果実水は飲料用に、胚乳はコプラと呼
び、ヤシ油やマーガリンなどに利用されます。また、果実の繊
維はロープなどに使われています。 （撮影地：竜宮台）

ココヤシ

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

後藤大誠 くん
環境衛生のポス
ターです。岩の色
を一つ一つ違う色
にするのが、大変
でした。

一松小
（５年生）

鈴木良子 さん

この広報は再生紙を使用しています。


